
 

十
月
十
六
日(

木)

、
島
尻
教
育
事
務
所
の
指
導
主
事
等
六
名
を
お
招

き
し
、
教
科
総
合
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
鎌
田
美
乃
里

教
諭(

三
の
三
理
科)

、
仲
村
優
教
諭(
一
の
五
社
会)

、
加
藤
倫
教
諭(

一

の
一
道
徳)

が
公
開
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
授
業
で

は
本
校
の
校
内
研
修
の
テ
ー
マ
「
主
体
的
・
対
話
的
で
『
学
び
の
実
感
』 

が
生
ま
れ
る
授
業
づ
く
り
」
に
迫
る
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
生

徒
の
皆
さ
ん
は
い
つ
も
通
り
、
授
業
に
向
か
う
姿
勢
が
整
っ
て
お
り
、

自
分
の
意
見
等
を
表
現
し
た
り
、
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
た
り
す
る

こ
と
で
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
授
業
後
に
は
指
導
主
事
か
ら
た
く

さ
ん
、
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
の
で
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

〇
生
徒
た
ち
が
す
ご
く
考
え
て
い
て
、
自
分
の
意
見
を
素
直
に
表
現
し
、

そ
れ
を
対
話
に
繋
げ
て
い
た
。
〇
学
習
規
律
が
整
っ
て
い
た
。
〇
授
業

研
究
会
で
は
他
教
科
の
先
生
方
が
自
分 

の
教
科
に
置
き
換
え
、
自
分
事
と
し
て 

捉
え
て
い
た
。
〇
小
中
連
携
が
う
ま
く 

取
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
〇
先
生 

と
生
徒
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い 

た
。
〇
教
師
が
授
業
と
子
ど
も
達
に
真 

摯
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
〇
何
の
た
め 

に
こ
の
実
験
を
す
る
の
か
を
丁
寧
に
説 

明
し
て
い
た
。
授
業
者
の
美
乃
里
先
生 

、
優
先
生
、
倫
先
生
、
そ
し
て
生
徒
の 

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！ 

 

危
険
性
の
正
し
い
理
解
を
！ 

～
薬
物
乱
用
防
止
教
室
～ 

 

十
月
九
日(

木)

、
沖
縄
地
区
税
関
の
福
田
辰
紀

氏
、
新
里
遥
香
氏
を
講
師
に
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
で
は
薬
物
の
危
険
性

や
税
関
の
役
割
等
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
麻
薬
探
知
犬
の
実
演
も
あ
り
、

生
徒
は
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
保
健
委
員

の
眞
喜
志
菜
乃
花
さ
ん
は
「
薬
物
は
体
や
心
を
壊
す

だ
け
で
は
な
く
家
族 

や
友
人
と
の
関
係
も 

失
っ
て
し
ま
う
。
ま 

た
、
薬
物
に
頼
ら
ず 

、
ス
ト
レ
ス
の
上
手 

に
解
消
す
る
こ
と
の 

大
切
さ
を
学
び
ま
し 

た
」
と
感
想
を
述
べ 

て
い
ま
し
た
。 

西
中
生
同
士
が
頂
上
決
戦
！ 

～
県
サ
ッ
カ
ーU

1
5

選
手
権
決
勝
～ 

十
月
十
二
日(

日)

、
県
サ
ッ
カ
ーU

1
5

選

手
権
大
会
の
決
勝
で
、
西
中
生
の
花
田
興
之

介
さ
ん
、
金
城
空
汰
さ
ん
が
所
属
す
る
グ
ラ

ン
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
と
大
城
弐
礼
さ
ん
が
所
属

す
る
ヴ
ィ
ク
サ
ー
レ
が
対
戦
し
、
興
之
介
さ

ん
が
得
点
を
決
め
た 

グ
ラ
ン
が
優
勝
を
決 

め
ま
し
た
。
西
中
生 

同
士
の
対
戦
に
と
て 

も
熱
く
な
り
ま
し
た
。 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

よ
り
良
い
授
業
を
目
指
し
て
！ 

～
島
尻
教
育
事
務
所
教
科
総
合
訪
問
～ 

 
 

校長からいただいた「宝物」 
 私が 30 代前半、生徒指導主任を初めて担当し
た時の話。その当時、私の勤務校は生徒指導上の
様々な問題行動が多発しており、落ち着かない状
況が続いていた。そんな中、校内で大きな問題行
動が発生した。ここでは詳細は避けるが、学校の
秩序が保てなくなるほどの大事だった。私は生徒
指導主任としてその問題を引き起こした生徒を
かなり厳しく指導した。一件落着したと思ったそ
の日の夕方、その生徒の母親がものすごい剣幕で
職員室に怒鳴り込んできた。私の指導に対する抗
議である。校長室で私とその母親、そして校長の
３名で話し合いを持った。母親が「先生のあの指
導は間違っている！」との感情的な言葉に「あな
たのお子さんはこんな大変なことをしてしまっ
たんですよ！今、厳しく指導しないでどうするん
ですか！」と私も感情的に言い返した。しばらく
の間、言い争いが続いたあと、校長が「義隆先生、
君は外に出なさい。」と強い口調で言われ、私は
渋々校長室を後にした。しばらくするとその母親
が目頭をハンカチで覆い、涙を抑えながら校長に
頭を下げ、校長室から出ていくではないか。いっ
たい何が起こったのか。その時の私にはわからな
かった。 
 その日の夜、私は校長に連れられて、とある寿
司屋に行った。カウンターに二人で並び、今まで
食べたことがない高級寿司をたらふく、食べさせ
てもらった。ひと段落して校長が話し始めた。
「義隆よ、君は今日の問題行動にしっかりと向き
合ってくれた。とても難しい指導だったと思う。
本当にありがとう。だが、これだけは言っておく。
こんなときに一番苦しい思いをしているのは誰
だと思うか？それは…母親だ」 

この言葉は今でも私の大切な宝物だ… 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言㉓ 


